
日本語辞書と筆記用具（ノートを含む）持参
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授業外学習 テキスト、教材

担当者ごとに指定する。 担当者ごとに指定する。

参考書 受講生へのメッセージ

授業態度、発表、レポートにより総合的に評価す 出席 授業態度 レポート 期末試験 その他
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第14回 講読28 読解と課題レポート作成

第15回 まとめ 講評

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

第11回 講読25 読解と課題レポート作成

第12回 講読26 読解と課題レポート作成

第13回 講読27 読解と課題レポート作成

第8回 講読22 読解と課題レポート作成

第9回 講読23 読解と課題レポート作成

第10回 講読24 読解と課題レポート作成

第5回 講読19 読解と課題レポート作成

第6回 講読20 読解と課題レポート作成

第7回 講読21 読解と課題レポート作成

第2回 講読16 読解と課題レポート作成

第3回 講読17 読解と課題レポート作成

第4回 講読18 読解と課題レポート作成

授業概要

日本語を単なる「言葉」のみならず、文化、社会、歴史とともに高度に理解していく。レポート作成や学年教科書読解の困難
軽減をめざす。

到達目標

授業計画

第1回 講読15 読解と課題レポート作成

授業形態 演習 授業形式 履修形態 必修（留学生）

担当教員名 藤本　陽子・京　祥太郎 年度 平成28年度

基準年次 2年次 開講期 後期 単位数 1

至誠館大学

科目名 日本語Ⅳ コード

英語表記 Japanese LanguageⅣ


